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●
題
材
　
市
内
で
行
わ
れ
る
四
季
折
々
の

イ
ベ
ン
ト
、
景
色
、
町
並
み
、
史
跡
、
文

化
財
、
自
然
な
ど
で
す
。
作
品
は
、
絵
は

が
き
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
観
光
名

刺
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
使
用
す
る
予

定
で
す
の
で
、
芸
術
性
や
商
業
性
も
加
味

し
て
審
査
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募
可

●
募
集
期
間
　

・
第
２
期
　
12
月
１
日
〜
３
月
31
日

締
切
期
日
　
４
月
末
日

・
第
３
期
　
４
月
１
日
〜
７
月
31
日

締
切
期
日
　
８
月
末
日

●
応
募
方
法
　
応
募
作
品
の
裏
面
に
「
氏

名
」
「
住
所
」
「
電
話
番
号
」
「
題
名
」

を
記
入
し
た
用
紙
を
貼
付
し
て
、
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
規
格
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
・
四
つ

切
サ
イ
ズ
。
入
選
作
品
は
、
ネ
ガ
、
ポ

ジ
、
画
像
デ
ー
タ
な
ど
の
提
出
が
必
要
。

●
入
賞
作
品

①
大
賞
　
３
期
を
通
じ
て
１
点
　
賞
状
お

よ
び
副
賞
（
商
品
券
３
万
円
分
）

②
特
選
　
各
期
ご
と
に
１
点
　
賞
状
お
よ

び
副
賞
（
商
品
券
１
万
円
分
）

③
入
選
　
各
期
ご
と
に
３
点
　
賞
状
お
よ

び
副
賞
（
商
品
券
３
千
円
分
）

④
佳
作
　
各
期
ご
と
に
５
点
　
賞
状
お
よ

び
副
賞
（
商
品
券
千
円
分
）

※
大
賞
は
、
各
期
ご
と
の
特
選
、
入
選
、

佳
作
の
中
か
ら
３
期
を
通
じ
て
の
最
優
秀

作
品
と
な
り
ま
す
。

●
発
表
　
各
期
ご
と
に
観
光
協
会
事
務
局

に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
広
報
ひ
か
り
お

よ
び
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
し
ま
す
。

●
審
査
員
　
観
光
協
会
委
託
の
審
査
員
お

よ
び
観
光
協
会
関
係
者
で
審
査
し
ま
す
。

●
応
募
規
則
　
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

●
版
権
　
入
選
作
品
の
版
権
は
、
光
市
観

光
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
光
市
観
光
協
会
　
〒
７
４
３-

８
５
０
１
　
光
市
中
央
６
丁
目
１-

１
０
８

３
３(

７
２)

１
４
０
０

光光
っ
て
い
い
な
！

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
光
市
観
光
協
会
と
大
和
観
光
協
会
の

合
併
を
記
念
し
て
、
「
光
っ
て
い
い

な
！
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
第
二

期
）
」
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

光
市
観
光
協
会
・
大
和
観
光
協
会
合
併
記
念

市長の 
まちづくりメッセージ 
市長の 
まちづくりメッセージ 
市役所では、毎月の初日（今回は11月2日）に「市長のまちづくり

メッセージ」を放送しています。市民の皆さんと『共創・協働のまち

づくり』を進めていくため、その一部を掲載します。
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10
月
12
日
、
神
戸
市
で
「
地
域

医
療
の
展
望
を
拓
く
」
を
テ
ー
マ

に
第
44
回
全
国
自
治
体
病
院
学
会

が
３
４
０
０
人
を
超
え
る
関
係
者

の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
全
国
の
自
治
体
病
院

開
設
者
を
代
表
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
場
で
、
「
市
町
村
合
併
に
伴

う
病
院
改
革
の
一
例
」
を
テ
ー
マ

に
報
告
・
講
演
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
自
治
体
病
院
を
抱

え
る
自
治
体
の
苦
悩
や
合
併
後
の

病
院
運
営
に
つ
い
て
、
実
例
を
交

え
な
が
ら
地
域
に
お
け
る
医
療
政

策
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
合
併
に
よ
り
病
院
事
業

を
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
と

し
、
事
業
管
理
者
を
設
置
し
た
こ

と
、
光
病
院
・
大
和
病
院
の
２
つ

の
総
合
病
院
の
あ
り
方
、
住
民
の

求
め
て
い
る
医
療
要
求
へ
の
対

応
、
民
間
で
は
不
採
算
部
門
と
し

て
対
応
の
困
難
な
急
性
期
医
療
や

高
度
・
救
急
医
療
、
先
駆
的
医

療
、
災
害
時
の
医
療
等
の
自
治
体

病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
上

で
の
費
用
対
効
果
な
ど
に
つ
い

て
、
参
加
者
に
問
題
を
提
起
し
ま

し
た
。

　
今
、
自
治
体
病
院
の
約
６
割
が

赤
字
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
逆
に
考
え
れ
ば
４
割
は
黒

字
な
の
で
す
。
自
治
体
病
院
が
担

う
不
採
算
部
門
等
に
対
し
て
は
一

定
の
ル
ー
ル
の
も
と
一
般
会
計
か

ら
財
源
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
地
域
医
療
の
中
核

を
担
う
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
経
営
の
健
全
化
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
病
院
事
業
の
累
積
赤
字
は
約
９

億
円
に
達
し
て
い
ま
す
。
新
市
誕

生
後
地
域
医
療
の
充
実
を
期
待
す

る
住
民
に
理
解
を
得
る
た
め
、
適

切
な
病
院
経
営
を
念
頭
に
不
採
算

部
門
や
重
複
診
療
科
の
統
廃
合
、

両
病
院
の
明
確
な
役
割
分
担
な

ど
、
生
き
残
り
を
か
け
た
思
い

切
っ
た
改
革
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
改
革
こ
そ

が
、
市
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
、
ま
た
自
治
体
が
提
供
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
資
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
聖
域
な
き
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
に
取
り
組
む
中
、
病
院

事
業
や
水
道
事
業
の
公
営
企
業
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底

し
た
事
業
の
見
直
し
を
図
る
な

ど
、
経
営
の
改
善
や
健
全
化
に
努

力
す
る
覚
悟
で
す
。
職
員
の
皆
さ

ん
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
政
へ

の
気
概
と
誇
り
を
も
っ
て
、
限
り

あ
る
財
源
を
有
効
に
使
っ
た
施
策

の
展
開
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
26
日
、
郷
土
が
生
ん
だ
偉

大
な
政
治
家
、
初
代
内
閣
総
理
大

臣
伊
藤
博
文
公
の
墓
前
祭
が
東
京

品
川
の
伊
藤
公
の
墓
前
で
、
し
め

や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
墓
前
祭
は
、
在
京
の
山
口

県
人
会
で
あ
る
「
財
団
法
人
防
長

倶
楽
部
」
が
、
毎
年
、
伊
藤
公
の

命
日
に
あ
た
る
こ
の
日
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
旧
大
和
町
時
代
か

ら
歴
代
町
関
係
者
が
参
加
を
続
け

て
お
り
、
こ
の
た
び
、
合
併
後
の

新
「
光
市
」
の
市
長
と
し
て
初
め

て
私
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
伊
藤
家
４
代
当
主
の

伊
藤
博
雅
さ
ん
を
は
じ
め
、
伊
藤

家
関
係
者
や
在
京
の
多
く
の
山
口

県
関
係
者
と
親
交
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
話
の
端
々
か

ら
、
故
郷
へ
の
強
い
想
い
が
感
じ

ら
れ
、
私
が
、
光
市
や
山
口
県
の

近
況
を
ご
報
告
す
る
と
、
た
い
へ

ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
総
合
計
画
策
定
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
行
な
っ

た
、
本
市
出
身
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
９
割
近
い
人
が
、

本
市
を
「
自
分
の
ま
ち
」
と
し
て

愛
着
を
抱
き
、
さ
ら
に
３
割
の
人

が
将
来
光
市
で
暮
ら
し
た
い
と
い

う
結
果
が
出
て
お
り
、
故
郷
を
遠

く
離
れ
た
人
が
、
故
郷
を
思
う
気

持
ち
は
た
い
へ
ん
強
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
進
め
よ
う

と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

も
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
参
考
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
暮
ら
す

方
の
こ
う
し
た
想
い
に
も
、
十
分

応
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
ど
う
か
、
職
員
の
皆
さ
ん
も
、

光
市
の
優
れ
た
自
然
や
歴
史
・
文

化
に
大
き
な
誇
り
と
自
信
を
持

ち
、
こ
の
ま
ち
を
「
故
郷
」
と
呼

ぶ
す
べ
て
皆
さ
ん
と
、
心
が
通
い

合
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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自
治
体
病
院
の改

革
に
つ
い
て

伊
藤
博
文
公
の

墓
前
祭
に
つ
い
て

まちづくりコメント 

（
切
り
取
り
線
） 

（
切
り
取
り
線
） 

　心配ごとや困りごとなどについて、お気軽にご
相談ください。相談は無料で秘密は守られます。
【特設人権相談所】
◆市役所大和支所　12月1日�　10時～15時
◆あいぱーく光　12月8日�、22日�　いずれも
　10時～15時
　大和支所では毎月第1木曜日、あいぱーく光では
毎月第２・４木曜日に人権相談所を開設しています。
　なお、次の人権擁護委員の自宅では、年間を通
じて人権相談を行っています。
・竹谷良夫さん　浅江六丁目　0833(72)4540
・天社サト子さん　室積中央町　0833(78)1554
・市來健之助さん　虹ヶ丘三丁目　0833(72)1164
・宮本久江さん　小周防　0833(77)4494
・末岡誠二さん　中央六丁目　0833(71)0223
・日野哲二さん　三輪　0820(48)3708
・柳　和夫さん　束荷　0820(48)2527
・上田敦子さん　岩田　0820(48)2159
●問合せ　人権推進課　0833(72)1400

第57回人権週間
12月4日�～10日�は

うっそうとした木々の中に建つ「伊藤公の墓所」 うっそうとした木々の中に建つ「伊藤公の墓所」 


